
第51回(H.13年)①

【勝　本】 打 安 点

【舛　田】 打 安 点

第51回長崎県軟式野球選手権大会

第２日(10/21)は降雨のため１試合のみ。24日(決勝)は諫早市営。
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平成13年10月20日(土)～21日(日)、11/23(金)～24(土)

県営ビッグＮスタジアム、かきどまり野球場

1

 【評】波佐見クラブは四回に先頭の馬場が二塁打で出塁すると安藤が三塁前
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 【評】二回に増山、辻尾の長打で１点を先制した西海棒球団が三回は相手守備

 の乱れで２点。四回は４長短打に敵失で４点と着々加点してコールド勝ちした。
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 　３年ぶり二度目出場した遠来の上対馬メッツは１安打を放っただけで、反0 23

 したが守備力の差が致命傷となり、７度の選手権は初出場年に挙げた２勝のみ。
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 撃機を生み出せないまま、今回も勝ち星を挙げれなかった。

 【評】舛田は初回に立石拓の中前打を足場に打者10人の猛攻。７安打に３盗塁

 に抑えられ反撃の糸口をつかめずに３大会連続で初戦敗退。
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　大会第２日は10月21日にビッグＮスタジアムとかきど

まり野球場で準々決勝、準決勝の計６試合を実施する予

定だったが、雨のためビッグＮ１試合しか行なえず、残

り試合は順延された。

　雨天により順延となった大会第３日目は、11月23日に 安打完封の好投で５－０と快勝。準決勝でも小森、石川

ビッグＮスタジアムで準々決勝残り３試合と準決勝の計 の継投で富江クラブを零封、５－０で下した。

５試合を行ない、３連覇を狙う三菱重工長崎と、３年ぶ 　親和銀行は準決勝でＴＥＡＭ橋口と対戦し１－０でサ

りのⅤ奪回を目指す親和銀行が決勝に進出した。 ヨナラ勝ちした。

　三菱重工長崎は準々決勝で西海棒球団に先発小森の１ 　最終日の決勝は諌早市営球場で24日９時から行なう。
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⑤ 4 1 0 【評】富江の松崎は５四死球と制球はいまひとつ。しかし伸びのある直球 ③ 3 1 0

⑦ 4 0 0 に変化球と緩急の投球で相手打線に的を絞らせなかった。打線も８安打と ④ 2 0 0

⑥ 4 1 0 好調で、三回は一死満塁の好機を築き主砲の川末が２点適時打し主導権を H 1 0 0

⑧ 1 0 0 握ると、四回には二死満塁から押し出し四球。五回には松崎が左前適時打 ① 1 0 0

H3 1 0 0 して着実に点差を広げた。 H 1 1 0

H3 1 0 0 　舛田は再三、得点圏に走者を進めたが決定打が出なかった。特に初回の ⑥ 2 0 0

① 2 2 1 一死一二塁が併殺に倒れたのが惜しまれる。 H 1 0 0

29 8 4 　富江は３年ぶり11回目、舛田は５年ぶり４回目の県選手権出場。 ⑦ 2 0 0

22 3 0

第51回(H.13年)③

【評】両チームにとっては気の毒な雨の中でのプ

滑るのか制球に苦しむ小長井の横田順を攻め、５

レーボールとなった。親銀は初回、雨でボールが

四死球に丸本､中村､北田、原田のヒットなどを絡

に２点を奪われて力尽きた。
  ６回裏親和銀行一死満塁、中田が

め、計６点を奪って主導権を握った。

　小長井も二、四回に宮崎、横田順の二塁打を足

3
③ 添 田

1 1
H7 中 田 0 1

2
1

⑦ 中 村

0
① 山 口 0 11

2

0

1 0

Ｈ

3 0 0
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0
0

② 内 田 3 0
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0 0
⑧ 丸 本 1 1

2
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H5 平 野

0 0
② 沖 田 0 0

2

有 田
0# 池 田 正 1

0
0
0

⑧ 鶴 田 2 0 0
26 4 1

0
23 5 6

⑥ 森 山 3 0

場に１点ずつを返して食い下がったが、終盤さら

  左翼深くに犠飛を打ち上げ８点目

蔭 山

田 原 山 道

真 鳥

3

点

⑦ 池 田 貴 4北 田⑨

辻 和 3 0
打 安

2 0
⑤ 宮 崎 3 1 0

①6

1
Ｈ 花 木 1 0
③ 新 宮 3 1

0

④ 辻 英
小長井クラブ

親 和 銀 行

失 併

6

3

1 0

【準々決勝】ビッグＮ：第１試合　

3

犠 盗
⑥7

 010 100 0

 600 011 X

【二】宮崎､横田順

81 5 1

0 0

★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆

点振 球

10 0

　(平成13年10月22日付けの長崎新聞より記事と写真は抜粋)
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0

【小長井】
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山 崎

立 石 祐

角 崎
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前 田
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松 崎

平 野
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【西　海】
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第51回(H.13年)③
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打 安 点 打 安 点

⑨ 3 0 0 ⑤ 4 1 2

④ 2 0 0 ② 4 0 0

3 1 0 【準々決勝】　第３試合　 振 球 犠 盗 失 併 残 ⑧ 3 0 0

1 0 0 4 5 0 1 1 0 4 【三】平湯 ⑥ 3 2 0

⑤ 3 0 0 5 4 1 0 0 1 7 　　　清水 ⑨ 2 0 0

⑦ 3 1 0 【評】橋口は１－１で同点の四回に清水の右越え三塁打を足場の一死三塁 ④ 3 0 1

② 2 0 0 に浦川の内野ゴロの間に勝ち越し。さらに中嶋、三根の連打で一死満塁と ⑦ 2 2 1

H 1 0 0 好機を広げて大島航の２点適時打でこの回に３点を挙げた。続く五回にも ① 3 3 1

① 2 0 0 中嶋と三根の連続適時打で２点を追加した。先発の三根は初回こそ制球が ③ 2 0 0

1 0 0 0 甘く１点を失ったが、二回以降は低めを丁寧に突き１安打１点に抑えた。 26 8 5

3 1 0 0 　ソニー打線は２安打と沈黙。投手陣も８安打､５四死球､６失点と乱れた。

⑥ 0 0 0

21 2 0

打 安 点 打 安 点

⑦ 3 0 0 ⑧ 3 0 0

⑨ 1 0 0 【準決勝】　第４試合　 振 球 犠 盗 失 併 残 ⑥ 3 0 0

⑥ 4 1 2 1 6 3 5 0 0 10 【二】鈴木 ⑨ 2 0 0

⑧ 3 1 0 3 1 0 0 3 0 2 ② 3 0 0

4 1 0 【評】投打の歯車がかみ合った三菱重工長崎が快勝したゲームで、好機を ⑤ 1 0 0

③ 3 0 0 逃さない打撃が光った。初回は四球から一死三塁とし中村の内野ゴロの間 3 1 0 0

② 4 2 0 に先制。三回には四球を選んだ菅が二三盗を決め一死三塁に中村の左前打 H 1 0 0

① 1 0 0 で生還。六回と七回にも小刻みに加点した。連投の先発小森も緩急の投球 ⑦ 2 1 0

4 1 0 0 で四回を無安打。五回から石川を救援に送る万全の継投策で零封した。 2 0 0

2 0 0 　富江は５盗塁を許すなど守備のスキを突かれた。打線も無安打を免れる 2 0 0

H5 1 0 0 のが精いっぱいだった。 ① 2 0 0

27 5 2 22 1 0

【準決勝】　第５試合　 振 球 犠 盗 失 併 残 打 安 点

7 1 1 0 2 0 1 ⑤ 3 0 0

2 3 1 2 1 0 7 ② 2 0 0

【評】親和銀行は七回先頭の北田が内 ① 3 0 0

野安打。二盗の間の敵失で三進し一死 ⑥ 3 0 0

二三塁となったところで原田の内野ゴ ⑨ 3 0 0

ロが本塁へ悪送球でサヨナラゲーム。 ④ 2 0 0

終盤まで再三逸機していたが北田の果 ⑦ 2 0 0

敢な走塁が活路を開いた。 ⑧ 2 1 0

　先発の江口は最終回に山口の救援を ③ 2 0 0

仰いだが伸びのある直球を武器に７回 22 1 0

1/3を１安打無失点と安定性を見せた。 打 安 点

　橋口の岸川は六回まで５安打無失点 ④ 3 0 0

の力投を見せたが、最終回に味方の２ ⑤ 3 1 0

失策で万事休した。打線もわずか１安 ⑧ 2 0 0

打と不発だった。 ③ 3 1 0

　だが選手権初出場で、前試合ではソ ② 3 0 0

ニー長崎を圧倒し、この試合では親和 ⑦ 3 1 0

銀行を苦しめたベスト４はお見事。 ⑨ 3 1 0

① 2 0 0

1 1 0 0

⑥ 2 2 0

25 6 0

　第51回県軟式野球選手権大会最終日は、11月24日(土)に諫早 し３年ぶり15度目の優勝を遂げた。

市営球場で決勝戦を行い親和銀行が三菱重工長崎を２－０で下

第51回(H.13年)④

★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆

 100 000 0 1 清 水

　(平成13年11月25日付けの長崎新聞より記事と写真は抜粋)
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1親 和 銀 行

　７回裏親和銀行一死二三塁、敵失で

　三走の北田が生還しサヨナラ勝ち。
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【決勝戦】11/24　諫早市営　 振球犠盗失併残

3 2 1 0 1 0 4 【二】山口

5 1 1 1 1 0 5

【評】親和銀行がエース山口の３安打完封の力投で息詰まる投手戦を制した。 打安点 打安点
山口は高めに伸びる直球にカーブ、スライダーと高低にうまく配球。ストラ ④ 3 0 0 ⑦ 4 0 0

イクを先行させて打たせる投球がバックの堅守につながった。 ⑤ 3 0 0 ⑨ 4 0 0

　打線は三回に一死二塁を逸機するなど流れが三菱重工長崎に傾きかけたが 5 0 0 0 ⑥ 3 1 0

六回に再び好機を築いた。先頭の森山が三塁線を破る安打で出ると犠牲バン ⑧ 4 0 0 ⑧ 4 1 0

トで二進。四球と敵失の一死満塁に４番添田が一二塁間をしぶとく抜ける右 ③ 4 1 2 ⑤ 3 0 0

前打で二者を迎え入れた。 ② 4 0 0 ③ 3 1 0

　三菱重工長崎は準決勝 ⑦ 3 0 0 ② 3 0 0

までは好調だった打線が H7 1 0 0 ① 3 0 0

散発３安打と沈黙。四回 ⑨ 2 0 0 ④ 2 0 0

には無安打で二死一三塁 ① 3 1 0 H4 1 0 0

としたが後続が凡退。そ ⑥ 3 1 0 30 3 0

れ以降は好機らしい好機 30 3 2

はなかった。先発守田は

散発３安打と粘りの投球 　６回表親和銀行一死満塁、４番

をみせた。 　添田が右前に２点適時打を放つ

　投打の柱実力発揮
 ○…親和銀行は投打の柱が大舞台で実力を発揮。国体予選で１勝 を挑んだ。完封できたので満点。打線も援護してくれたし

 ２敗敗と分の悪かった重工長崎に競り勝った。 チーム一丸の勝利」と満面の笑み。

 　守りの立役者がエース山口。速いテンポで打者を追い込み考え 　六回に貴重な決勝点を放った４番の添田は「内角のフォ

 る余裕を与えなかった。特に四回二死一三塁を無失点で切り抜け ーク。右にゴロを流し打てた」と、山口とは対照的にベテ

 波に乗った。｢打たせて取る投球を心がけたが､あの場面は力勝負 ランらしく冷静に振り返った。

第51回(H.13年)⑤ 第51回(H.13年)⑤

1

大阪市信用金庫(大阪)＝優勝

3-0 柏崎市役所(開催地)

1-0 徳島銀行(徳島)

天皇賜杯第56回全日本　9/17～:新潟県

㈱親和銀行
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第56回国体成年県予選 6/30～:佐世保
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第56回国体一般Ｂ予選 6/16～:長崎 一般Ａは親和銀行と三菱重工が３戦２勝
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　親和銀行は、第７､11､18回大会以来四度目の優勝

九州ブロック(宮崎)で敗退 九州ブロック(佐賀)で敗退

高松宮賜杯第45回２部　5/26～:波佐見

Ｐ Ａ Ｒ Ａ Ｄ Ｏ Ｘ
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第23回西日本１部県予選　4/7～:飯盛
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第23回西日本大会２部　5/18～:長崎県

長崎県で開催のため(全25チーム)、開催地

から３チームが出場。予選会を経た２チー

ムと長崎支部から[長崎県支払基金]が参加
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3 Ａ Ｔ Ｍ Ｂ(諫　早) 7

2(諫　早)

4

第23回西日本２部県予選 4/7～:松浦

9

島 ク ラ ブ

5

松浦壮年クラブ(松　浦)

【一】

波佐見鴻ノ巣クラブ

天 星 会

4

4

森 山 ク ラ ブ

3

6

5

新撰組(京都)

【二】

8(佐世保)

平成13年に開催されたその他の競技会の戦績②（一般のみ）

5

JA鹿児島経済連

◆千々石野球クラブ

◆ＡＴＭＢ

【一】 3-0

第24回九州選手権　5/12～:宮崎県

2

3

8

ア ス レ チ ッ ク ス(県　北)

0

(南　高)

(長　崎)

南 串 野 球 部

浜 屋 百 貨 店

6 5

2

6

7アリアケジャパン(県　北)

1

4

安 中 ク ラ ブ

第23回西日本大会１部　5/25～:高知県

【一】

3

(島　原)

5

(北高来)

37ers(愛媛)

【二】 3-8 新田クラブ(大阪)

【準々】 1-4 徳島フォーティー(徳島)

(平　戸)

第５回西日本選手権予選 8/18～:佐世保

1

3

0

箱 崎 ク ラ ブ(壱　岐)

豊 玉 町 野 球 部

(平　戸)

(福　江)

(北　高)

(南　高)

1

2

4-0

【二】

4

高松宮賜杯第45回１部 7/6～:島原

佐藤薬品工業(奈良)

轟 壮 年 ク ラ ブ

北 松 壮 年

3

1

5

轟 ク ラ ブ

0

0

1

(島　原)

舛 田 グ ル ー プ

7

3 2

(佐世保)ｱｲｹﾝ医院マッスルズ

郷 ノ 浦 ﾔ ﾝ ｷ ｰ ｽ 2

(南松浦)富 江 ク ラ ブ

3

4

◆長崎県支払基金

【二】

(西　彼) 2

4

0

7

(大　村)

4

第53回県民体育大会　11/10～:長崎

大 村 市 役 所

お じ ん ク ラ ブ

5

(大　村)

(対　馬)

(大　村)

6

(島　原)新 星 ク ラ ブ

(北松浦)宇久町体協野球部 0

(平　戸)

3

7 4

平 戸 ク ラ ブ 9

(壱　岐)

ソ ニ ー 長 崎(諫　早)

(西彼杵)松島炭鉱野球ク 2

(福　江)

(長　崎)

7 3

6

7

(大　村)

(北　高)

Ｍ Ｄ Ｏ

0

4

西 海 棒 球 団(西　彼) ア ウ ト ロ ー ズ

2

0

0

(松　浦)

2

6 0

(上五島)

2

(対　馬)厳原ファイターズ

(東　彼)

ピ ー ス ク ラ ブ

0

1

0

6

1

1

4-2

大 村 市 役 所

1

4

2

13

8

(諫　早) 2 0

千々石野球ｸﾗﾌﾞ

(上五島)

(松　浦)

征 雄 ク ラ ブ

アリアケジャパン

征 雄 ク ラ ブ

小 川 仏 具 ク ラ ブ

Ｍ Ｄ Ｏ

7

第９回県壮年大会 10/27～:吉井､生月

◆三菱重工長崎 2

(長崎支部は代表が西日本大会へ出場)

三菱重工長崎が優勝

第５回西日本選手権　11/9～:鳥取県

ﾁｯﾌﾟﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙｾﾝﾀｰ(沖縄) (県　北)

(諫　早)

(北　高)

豊玉壮年クラブ

0

1

(南高来)

3

8

(島　原)

5

千々石町野球部

メンフッズ福江

(東彼杵)波佐見鴻ﾉ巣ｸﾗﾌﾞ

有 明 ク ラ ブ

福 江 ク ラ ブ

西 龍 ク ラ ブ

郷ノ浦ヤンキース

ドントポイマリンズ

メンフッズ福江

仲宗根病院(大分)

第24回九州選手権予選　4/21～:長崎

長 崎 市 役 所(長　崎)

松 浦 市 役 所

(対　馬)

(松　浦)

(東　彼)

2

2

1

0

(県　北) 4

ジョーズ壮年ｸﾗﾌﾞ

長 崎 市 役 所

5

3

【三】 1-2

(東　彼)

(長　崎)

大瀬戸壮年野球部

40'ＯＶＥＲＳ

(松　浦)

(福　江)

(北　高)

(南　高)

(壱　岐)

3

3

8

4

6 8

0

7

(西　彼)

10

5

0

(福　江)

(西　彼)

1

2

0

0

メンフッズ福江

(島　原)

0

10

1

2

(南　高)

4

4

7

(平　戸)

1

6

5

0

(佐世保)

1

5

(佐世保)

(対　馬) 8

0

3(上五島)

(県　北) 森 山 ク ラ ブ

2(諫　早)

(平　戸)

(北　高)

1

松 浦 市 役 所

3

9 1

棄 2

(佐世保)

6

(上五島)

2

0

1

(対　馬)

上 対 馬 メ ッ ツ(福　江)

(東　彼)

6-1

新 星 ク ラ ブ

6

5

1

海 自 佐 世 保8 5

波佐見鴻ノ巣クラブ

ケ ン ズ ガ レ ー ジ

大 瀬 戸 ク ラ ブ

三 井 楽 ク ラ ブ

厳 原 レ パ ー ズ

南 串 野 球 部

小 長 井 ク ラ ブ

【一】 4-3

たちばな信用金庫

◆㈱親和銀行

3-4 ﾁｯﾌﾟﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙｾﾝﾀｰ(沖縄)

上 五 島 ク ラ ブ

ナ イ ン ズ

安 中 ク ラ ブ

九 電 長 崎 支 店

◆三菱重工長崎

【決】 4-1 東芝北九州

【準】 7-2 九州電力熊本

島 ク ラ ブ

【二】 4-0

新 星 ク ラ ブ

福 江 球 友 会

飯 盛 ク ラ ブ

Ｔ Ｅ Ａ Ｍ 橋 口

大村ベイスターズ8(平　戸)

(福　江)

(大　村)

6 2

【一】

4-7 芦北クラブ(熊本)

1

5

親和銀行と三菱重工長崎が県代表に


